
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
、
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
項
（
第
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
百
条
第
一
項
並
び
に
第
百
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
試
験

第
一
節
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
（
第
一
条―

第
九
条
）

第
二
節
　
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
（
第
十
条―

第
十
五
条
）

第
二
章
　
登
録
（
第
十
六
条―

第
二
十
条
の
三
）

第
三
章
　
雑
則
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）

附
則

第
一
章
　
試
験

第
一
節
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験

（
試
験
の
区
分
）

第
一
条
　
労
働
安
全
衛
生
法
（
第
三
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
二
項
を
除
き
、
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
機
械

二
　
電
気

三
　
化
学

四
　
土
木

五
　
建
築

（
受
験
資
格
）

第
二
条
　
法
第
八
十
二
条
第
三
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
学

科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
十
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

二
　
技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
者
（
以
下
「
技
術
士
試
験
合
格
者
」
と
い
う
。
）

三
　
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
第
一
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下
「
第
一
種
電
気
主
任
技
術
者
」
と
い
う
。
）

四
　
建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
級
の
土
木
施
工
管
理
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
（
以
下
「
一
級
土
木
施
工
管
理
技
士
」
と
い
う
。
）
及
び
一
級
の
建
築
施
工
管
理
技

術
検
定
に
合
格
し
た
者
（
以
下
「
一
級
建
築
施
工
管
理
技
士
」
と
い
う
。
）

五
　
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

六
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
安
全
管
理
者
と
し
て
十
年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
た
者

七
　
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
安
全
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
十
五
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

（
筆
記
試
験
）

第
三
条
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
試
験
」
と
い
う
。
）
の
筆
記
試
験
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
な
う
。

試
験
の
区
分

科
目

機
械

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
産
業
安
全
関
係
法
令

三
　
機
械
安
全
（
機
械
に
関
す
る
専
門
知
識
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

電
気

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
産
業
安
全
関
係
法
令

三
　
電
気
安
全
（
電
気
に
関
す
る
専
門
知
識
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

化
学

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
産
業
安
全
関
係
法
令

三
　
化
学
安
全
（
化
学
に
関
す
る
専
門
知
識
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

土
木

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
産
業
安
全
関
係
法
令
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三
　
土
木
安
全
（
土
木
に
関
す
る
専
門
知
識
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

建
築

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
産
業
安
全
関
係
法
令

三
　
建
築
安
全
（
建
築
に
関
す
る
専
門
知
識
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

２
　
前
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
範
囲
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

産
業
安
全
一

般

安
全
管
理
（
統
括
安
全
管
理
を
含
む
。
）
　
材
料
安
全
　
信
頼
性
工
学
概
論
　
運
搬
工
学
概
論
　
人
間
工
学
概
論
　
安
全
心
理
学
概
論
　
安
全
点
検
及
び
保
守
　
安
全
教
育
　
作
業
分
析
及
び
作
業
標
準
　
強
度
計
算
　
安

全
に
関
す
る
各
種
検
査
法
　
安
全
装
置
　
保
護
具
　
危
険
物
の
管
理
　
防
火
　
労
働
災
害
の
調
査
及
び
原
因
の
分
析
　
労
働
衛
生
概
論
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業

者
が
一
連
の
過
程
を
定
め
て
行
う
自
主
的
活
動
（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
含
む
。
）

産
業
安
全
関

係
法
令

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
う
ち
産
業
安
全
に
係
る
も
の

機
械
安
全

原
動
機
　
動
力
伝
導
装
置
　
工
作
機
械
　
木
材
加
工
用
機
械
　
プ
レ
ス
機
械
及
び
シ
ヤ
ー
　
遠
心
機
械
　
粉
砕
機
及
び
混
合
機
　
ロ
ー
ル
機
　
高
速
回
転
体
　
ボ
イ
ラ
ー
　
圧
力
容
器
　
ク
レ
ー
ン
そ
の
他
の
運
搬
機
械

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
　
計
測
制
御
概
論
　
フ
ェ
ー
ル
・
セ
ー
フ

電
気
安
全

電
気
機
器
　
高
電
圧
設
備
　
防
爆
構
造
　
避
雷
設
備
　
漏
電
　
電
撃
　
静
電
気
　
誘
導
電
流
　
迷
走
電
流
　
ア
ー
ク
溶
接
　
電
気
工
事
　
計
測
制
御
概
論

化
学
安
全

化
学
プ
ロ
セ
ス
　
反
応
安
全
工
学
　
防
爆
工
学
　
反
応
設
備
　
蒸
留
設
備
　
抽
出
設
備
　
燃
焼
装
置
及
び
燃
料
　
圧
縮
機
　
貯

そ
う槽

　
配
管
　
ガ
ス
溶
接
装
置
　
計
測
及
び
制
御

土
木
安
全

土
質
力
学
　
構
造
力
学
　
工
事
用
機
械
　
足
場
、
型
わ
く
支
保
工
そ
の
他
の
工
事
用
設
備
　
明
り
掘
削
そ
の
他
の
工
法
　
発
破
　
落
盤
及
び
土
砂
崩
壊
の
防
止
　
計
測
制
御
概
論

建
築
安
全

構
造
力
学
　
建
築
構
造
　
足
場
、
型
わ
く
支
保
工
そ
の
他
の
工
事
用
設
備
　
工
事
用
機
械
　
施
工
法
　
墜
落
災
害
の
防
止
　
計
測
制
御
概
論

（
筆
記
試
験
の
一
部
免
除
）

第
四
条
　
法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
と
し
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科

目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
。

資
格
を
有
す
る
者

試
験
の
区
分
科
目

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
機
械
部
門
、
船
舶
・
海
洋
部
門
、
航
空
・
宇
宙
部
門
又
は
金
属
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

機
械

機
械
安
全

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
電
気
電
子
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

電
気

電
気
安
全

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
化
学
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
又
は
農
業
・
食
品
を
選
択
科
目
と
す
る
農
業
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

化
学

化
学
安
全

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
資
源
工
学
部
門
若
し
く
は
建
設
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
、
農
業
農
村
工
学
を
選
択
科
目
と
す
る
農
業
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
又
は
森
林
土
木
を
選
択
科
目
と
す
る
森
林
部
門

に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

土
木

土
木
安
全

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
生
産
・
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
選
択
科
目
と
す
る
経
営
工
学
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

全
区
分

産
業
安
全
一
般

第
一
種
電
気
主
任
技
術
者

電
気

電
気
安
全

一
級
土
木
施
工
管
理
技
士

土
木

土
木
安
全

一
級
建
築
施
工
管
理
技
士

建
築

建
築
安
全

２
　
法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
第
二
条
第
八
号
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
と
し
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
厚
生

労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
筆
記
試
験
の
一
部
を
免
除
す
る
。

（
口
述
試
験
）

第
五
条
　
試
験
の
口
述
試
験
は
、
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
行
な
う
。

２
　
試
験
の
口
述
試
験
の
科
目
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

試
験
の
区
分

科
目

機
械

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
機
械
安
全

電
気

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
電
気
安
全

化
学

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
化
学
安
全

土
木

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
土
木
安
全

建
築

一
　
産
業
安
全
一
般

二
　
建
築
安
全

３
　
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
試
験
の
口
述
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
五
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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（
試
験
の
実
施
）

第
六
条
　
試
験
は
、
毎
年
一
回
以
上
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
試
験
の
日
時
、
場
所
そ
の
他
試
験
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
。

（
受
験
手
続
）

第
七
条
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
受
験
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
八
十
三
条
の
二
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
の
住
所
を
管
轄
す

る
都
道
府
県
労
働
局
長
を
経
由
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
、
法
第
八
十
三
条
の
二
の
指
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
が
当
該
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
指
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
合
格
証
の
交
付
等
）

第
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
合
格
証
（
様
式
第
二
号
）
を
交
付
す
る
ほ
か
、
そ
の
者
の
受
験
番
号
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
。

（
合
格
の
取
消
し
等
）

第
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
試
験
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
対
し
て
は
、
合
格
の
決
定
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節
　
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験

（
試
験
の
区
分
）

第
十
条
　
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
保
健
衛
生

二
　
労
働
衛
生
工
学

（
受
験
資
格
）

第
十
一
条
　
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条
第
三
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
十
年
以
上
衛
生
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

二
　
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
九
条
の
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
、
同
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
師
免
許
を
受
け
た
者
と
み
な
さ
れ
た
者
及
び
同
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
医
師
免

許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

三
　
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
の
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
者
、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
歯
科
医
師
免
許
を
受
け
た
者
と
み
な
さ
れ
た
者
及
び
同
法
第
四
十
二
条
の
規
定

に
よ
り
歯
科
医
師
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

四
　
薬
剤
師

五
　
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
二
条
の
保
健
師
と
し
て
十
年
以
上
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
者

六
　
技
術
士
試
験
合
格
者

七
　
建
築
士
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

八
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
管
理
者
の
う
ち
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
免
許
を
受
け
た
者
で
、
そ
の
後
三
年
以
上
法
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
の
う
ち
衛
生
に
係
る
技
術
的
事
項
で
衛
生
工
学
に
関
す
る
も
の
の

管
理
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

九
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
衛
生
管
理
者
と
し
て
十
年
以
上
そ
の
職
務
に
従
事
し
た
者

九
の
二
　
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
七
条
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
作
業
環
境
測
定
士
」
と
い
う
。
）
で
、
そ
の
後
三
年
以
上
作
業
環
境
測
定
士
と
し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

も
の

十
　
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
衛
生
に
関
す
る
講
習
を
修
了
し
、
か
つ
、
十
五
年
以
上
衛
生
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

十
一
　
前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

（
筆
記
試
験
）

第
十
二
条
　
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
試
験
」
と
い
う
。
）
の
筆
記
試
験
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
な
う
。

試
験
の
区
分

科
目

保
健
衛
生

一
　
労
働
衛
生
一
般

二
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

三
　
健
康
管
理

労
働
衛
生
工
学

一
　
労
働
衛
生
一
般

二
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

三
　
労
働
衛
生
工
学

２
　
前
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
の
範
囲
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

労
働
衛
生
一
般

労
働
衛
生
概
論
　
健
康
管
理
の
概
論
　
労
働
生
理
概
論
　
作
業
環
境
管
理
の
概
論
　
人
間
工
学
概
論
　
化
学
物
質
の
管
理
　
作
業
管
理
の
概
論
　
労
働
衛
生
保
護
具
　
労
働
衛
生
教
育
　
労
働
災
害
の
調
査
及
び
原
因
の

分
析
　
安
全
管
理
概
論
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
者
が
一
連
の
過
程
を
定
め
て
行
う
自
主
的
活
動
（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講

ず
る
措
置
を
含
む
。
）
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労
働
衛
生
関
係

法
令

労
働
安
全
衛
生
法
、
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
及
び
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
う
ち
労
働
衛
生
に
係
る
も
の

健
康
管
理

労
働
生
理
学
　
産
業
心
理
学
　
労
働
衛
生
学
　
健
康
診
断
及
び
面
接
指
導
等
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
後
措
置
　
作
業
環
境
の
管
理
方
法
　
作
業
方
法
の
管
理
　
健
康
の
保
持
増
進
対
策
　
救
急
処
置
　
快
適
な
職
場
環
境
の

形
成

労
働
衛
生
工
学

作
業
環
境
の
管
理
技
術
　
作
業
環
境
に
お
け
る
有
害
因
子
と
そ
の
影
響
　
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成

（
筆
記
試
験
の
一
部
免
除
）

第
十
三
条
　
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
と
し
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
試

験
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
筆
記
試
験
を
免
除
す
る
。

資
格
を
有
す
る
者

試
験
の
区
分

科
目

第
十
一
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
（
法
人
に
限
る
。
）
が
行
う
講
習
を
修
了
し
た
者

保
健
衛
生

全
科
目

そ
の
他
の
者

保
健
衛
生

労
働
衛
生
一
般

健
康
管
理

薬
剤
師

保
健
衛
生

労
働
衛
生
一
般

第
十
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
者

保
健
衛
生

労
働
衛
生
一
般

技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
衛
生
工
学
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の

労
働
衛
生
工
学

労
働
衛
生
工
学

作
業
環
境
測
定
士

労
働
衛
生
工
学

労
働
衛
生
一
般
及
び
労
働
衛
生
関
係
法
令

２
　
法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
二
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
第
十
一
条
第
十
一
号
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
者
と
し
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
筆
記
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
。

（
口
述
試
験
）

第
十
四
条
　
試
験
の
口
述
試
験
は
、
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
者
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
筆
記
試
験
の
全
部
を
免
除
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
行
な
う
。

２
　
試
験
の
口
述
試
験
の
科
目
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

試
験
の
区
分

科
目

保
健
衛
生

一
　
労
働
衛
生
一
般

二
　
健
康
管
理

労
働
衛
生
工
学

一
　
労
働
衛
生
一
般

二
　
労
働
衛
生
工
学

３
　
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
試
験
の
口
述
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十
四
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
試
験
の
実
施
等
）

第
十
五
条
　
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
章
　
登
録

（
登
録
事
項
）

第
十
六
条
　
法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
旧
姓
を
使
用
し
た
氏
名
又
は
通
称
の
併
記
を
希
望
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
氏
名
又
は
通
称

二
　
生
年
月
日

三
　
合
格
し
た
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
又
は
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
区
分
及
び
合
格
し
た
年
月
日

四
　
事
務
所
の
名
称

（
登
録
の
申
請
等
）

第
十
七
条
　
法
第
八
十
四
条
第
一
項
の
登
録
（
以
下
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
に
第
八
条
（
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
合
格
証
の
写
し
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
申
請
者
が
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
又
は
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
以
下
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
と
な
る
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
登
録
を
し
、
か
つ
、
当
該
申
請
者
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
登
録
証
（
様
式
第
三
号
の
二
。
以
下
「
登
録
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
申
請
者
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
な
る
資
格
を
有
し
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
、
理
由
を
附
し
て
、
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
七
条
の
二
　
法
第
八
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
者
と
す
る
。
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（
登
録
事
項
の
変
更
）

第
十
八
条
　
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
登
録
を
受
け
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
登
録
事
項
変
更
等
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
、
登
録
証
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
登
録
証
の
再
交
付
）

第
十
八
条
の
二
　
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
登
録
証
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
登
録
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
て
、
登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
を
し
た
者
は
、
失
つ
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
数
料
）

第
十
八
条
の
三
　
第
十
八
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
証
の
書
換
え
又
は
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
事
項
変
更
等
申
請
書
又
は
登
録
証
再
交
付
申
請
書
に
二
千
四
百
五
十
円
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を

は
つ
て
、
手
数
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
後
に
お
い
て
は
、
返
還
し
な
い
。

（
報
告
）

第
十
九
条
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
の
医
師
の
診
断
を
受
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
の
継
続
が
著
し
く
困
難
と

な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
書
面
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所

見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
そ
の
業
務
を
廃
止
し
、
死
亡
し
、
又
は
法
第
八
十
四
条
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
そ
の
相
続
人
又
は
法
定
代
理
人
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

旨
を
、
書
面
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
の
通
知
）

第
二
十
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
理
由
を
付
し
て
、
書
面
に
よ
り
、
当
該
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
証
の
返
納
）

第
二
十
条
の
二
　
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
、
法
定
代
理
人
又
は
相
続
人
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
大
臣
に
登
録
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
登
録
機
関
が
登
録
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
二
十
条
の
三
　
法
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
登
録
機
関
（
以
下
「
指
定
登
録
機
関
」
と
い
う
。
）
が
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
事
務
（
以
下
「
登
録
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
十
七
条
、
第

十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
、
第
十
八
条
の
三
、
第
十
九
条
及
び
前
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
二
及
び
前
条
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
登
録
機
関
」
と
、
第
十
七
条
第

三
項
中
「
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
登
録
機
関
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
大
臣
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
登
録
事
項
変
更
等
申
請
書
又
は
登
録
証
再
交
付
申
請
書
に
二
千
二
百
円
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
は
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
八
十
五
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
七
十

五
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
規
程
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
と
、
第
十
九
条
第
二
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
を
廃
止
し
、
又
は
死
亡
し
た
と
き
に
あ
つ
て
は
指
定
登
録
機
関
に
、
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号

に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
に
あ
つ
て
は
厚
生
労
働
大
臣
」
と
す
る
。

第
三
章
　
雑
則

（
報
告
）

第
二
十
一
条
　
厚
生
労
働
大
臣
、
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
出
頭
を
命
ず
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
報
告
を
さ
せ
、
又
は
出
頭
を
命
ず
る
理
由

二
　
出
頭
を
命
ず
る
場
合
に
は
、
聴
取
し
よ
う
と
す
る
事
項

（
帳
簿
）

第
二
十
二
条
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
依
頼
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
）
及
び
住
所

二
　
依
頼
を
受
け
た
年
月
日

三
　
実
施
し
た
診
断
の
項
目

四
　
依
頼
者
か
ら
受
け
た
報
酬
の
額

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
術
士
等
に
関
す
る
特
例
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
技
術
士
法
第
二
条
に
規
定
す
る
技
術
士
若
し
く
は
労
働
災
害
防
止
団
体
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
十
二
条
の
安
全
管
理
士
で
、
十
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
も
の
又
は
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
保
険
労
務
士
（
業
と
し
て
事
業
場
の
安
全
に
つ
い
て
の
診
断
及
び
指
導
の
事
務
を
行
な
つ
て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講
習
を
修
了
し
た
場
合
に
は
、
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
試
験
の
筆
記
試
験
の
全
部
を
免
除
す
る
。
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一
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
若
し
く
は
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
又
は
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統

の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
十
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
十
二
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

三
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
そ
の
後
十
五
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

四
　
労
働
大
臣
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者

２
　
前
項
の
規
定
は
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
安
全
管
理
士
」
と
あ
る
の
は
「
衛
生
管
理
士
」
と
、
「
安
全
の
実
務
」
と
あ
る
の
は
「
衛
生
の
実
務
」
と
、
「
事
業
場

の
安
全
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
場
の
衛
生
」
と
、
「
第
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
で
、
労
働
大
臣
が
事
業
場
の
安
全
に
つ
い
て
の
診
断
及
び
指
導
に
関
し
卓
越
し
た
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
認
定
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
全
部
を
免
除
す
る
。

一
　
旧
大
学
令
に
よ
る
大
学
又
は
旧
専
門
学
校
令
に
よ
る
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者

二
　
二
十
年
以
上
安
全
に
関
す
る
指
導
監
督
的
実
務
経
験
を
有
す
る
者

２
　
前
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
同
項
各
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
書
面
に
よ
り
労
働
大
臣
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
定
を
し
た
者
に
対
し
て
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
合
格
証
を
交
付
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
は
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
安
全
に
つ
い
て
」
と
あ
る
の
は
「
衛
生
に
つ
い
て
」
と
、
「
第
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
」
と
、
「
安
全

に
関
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
衛
生
に
関
す
る
」
と
、
第
三
項
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
五
月
二
一
日
労
働
省
令
第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
以
外
の
規
定
　
昭
和
四
十
九
年
五
月
二
十
五
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
八
月
一
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
六
月
二
四
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
一
二
月
八
日
労
働
省
令
第
四
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
二
日
労
働
省
令
第
四
〇
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
技
術
士
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
本
試
験
で
、
工
場
管
理
を
選
択
科
目
と
す
る
生
産
管
理
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
に
対
す
る
筆
記
試
験
の
免
除
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
二
月
二
七
日
労
働
省
令
第
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
三
月
二
七
日
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
一
四
日
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
〇
日
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
三
年
六
月
六
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
一
二
日
労
働
省
令
第
二
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
二
七
日
労
働
省
令
第
二
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
次
試
験
で
、
技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理
府
令
（
昭
和
六
十
三
年
総
理
府
令
第
五
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
技
術
士
法
施

行
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
総
理
府
令
第
五
号
）
に
規
定
す
る
航
空
機
部
門
、
電
気
部
門
又
は
鉱
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
は
、
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
第
四
条
第
一
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項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
次
試
験
で
、
技
術
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
総
理
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
技
術
士
法
施
行
規
則
に
規
定
す
る
航
空
・
宇
宙
部
門
、
電
気
・

電
子
部
門
又
は
資
源
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
一
五
日
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
二
九
日
労
働
省
令
第
一
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
一
九
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
又
は

地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以

下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し

て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の
施

行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相

当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前

に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ

い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
二
四
日
労
働
省
令
第
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
四
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
六
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
を
行
っ
て
い
る
者
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号
（
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件
）
に
よ
る
改
正
前
の
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働

省
告
示
第
八
十
号
。
以
下
「
旧
選
任
基
準
」
と
い
う
。
）
本
則
第
四
号
の
講
習
（
安
全
衛
生
推
進
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。

以
下
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
登
録
（
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
。

以
下
「
登
録
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
区
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
五

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
一
条
の
二
の
七

旧
選
任
基
準
本
則
第
四
号
の
講
習
（
衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

新
安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
登
録
（
登
録
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
区
分
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）

　

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
（
作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）
に
よ

る
改
正
前
の
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
。
以
下
「
旧
測
定
基
準
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
指
定

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。

以
下
「
新
粉
じ
ん
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
三
項
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
八

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
四
号
（
発
破
技
士
免
許
試
験
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）

に
よ
る
改
正
前
の
発
破
技
士
免
許
試
験
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
九
十
七
号
）
第
四
条
の
発

破
実
技
講
習

新
安
衛
則
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
二
十
一
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
及
び
第
十
九
条
の

二
十
四
の
二
十
三

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
（
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
及
び
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士
免
許
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）
に
よ
る
改
正
前
の
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士
及
び

ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
免
許
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
百
十
六
号
。
以
下
「
旧
ボ
イ
ラ
ー
規
程
」

と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
号
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
新
ボ
イ
ラ
ー
則
」
と
い
う
。
）
第
百
一
条
第
三
号
ニ
の
登
録

登
録
省
令
第
十
九
条
の
二
十

四
の
三
十
六
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
及
び
第
十
九
条
の

二
十
四
の
三
十
八

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則

（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
。
以
下
「
旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
安

全
に
関
す
る
講
習

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

規
則
（
以
下
「
新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
登
録

登
録
省
令
第
二
十
五
条
の
八

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
二
十
五
条
の
十

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習

新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
登
録

　

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
七
号
（
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号
を
廃
止
す

る
件
）
に
よ
る
廃
止
前
の
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
九
資

格
の
欄
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
定
め
る
件
。
以
下
「
旧
研
修
告
示
」
と
い

う
。
）
第
一
条
第
三
号
の
指
定

新
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及

び
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の
登
録

登
録
省
令
第
五
十
七
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

五
十
九
条

旧
研
修
告
示
第
二
条
第
二
号
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
研
修
告
示
第
一
条
第
三
号
の
指
定

新
安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る

仕
事
の
う
ち
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の

二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る

仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二

号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限
る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
の
登
録

　

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
。
以

下
「
旧
作
環
則
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
作
環
則
」
と
い
う
。
）

第
十
七
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録

新
作
環
則
第
十
七
の
六
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

十
七
条
の
八

旧
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
講
習

新
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録

　

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
者
、
同
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
講
習
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な

す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
十
九
第
一
項
中
「
産
業
医
研
修
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
二
十
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
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あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
三
十
四
第
一
項
中
「
産
業
医
実
習
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録

省
令
第
一
条
の
二
の
三
十
五
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を

受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
二
十
五
条
の
二
十
三
第
一
項
中
「
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
開
始

前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
二
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、

「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
七

十
二
条
第
一
項
中
「
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に

あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
八
十
六
条
第
一
項
中
「
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
八
十
七
条
第
一
項
中
「
毎

事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年

三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
「
旧
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

新
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
指
定

旧
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
指
定

新
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
指
定

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
医
師
国
家
試
験
合
格
者
又
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
格
者
の
項
の
講
習

新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
十
一
条
第
二
号
又
は
第

三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
指
定

平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
八
号
（
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
件
）
に
よ
る
改

正
前
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
告
示
第
三
十
七
号
。
以
下
「
旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
程
」

と
い
う
。
）
第
四
条
の
表
前
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
講
習

　

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百

五
十
号
（
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
を
廃
止
す
る
件
）
に
よ
る
廃
止
前
の
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止

講
習
規
程
（
平
成
四
年
労
働
省
告
示
第
八
十
号
。
以
下
「
旧
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
者

に
対
す
る
同
項
の
講
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
六
十
八
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
旧
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
第
二
条
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
六
十
八
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
旧
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
第
三
条
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
六
十
八
条
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
等
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
一
号
（
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
等
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程

を
廃
止
す
る
件
）
に
よ
る
廃
止
前
の
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
等
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
（
平
成
四
年
労
働
省
告
示
第
八
十
一
号
。
以
下
「
旧
ク

レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
等
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
」
と
い
う
。
）
第
一
条
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
八
十
二
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
旧
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
等
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
第
二
条
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
八
十
二
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
二
号
（
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規

程
を
廃
止
す
る
件
）
に
よ
る
廃
止
前
の
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
（
平
成
四
年
労
働
省
告
示
第
八
十
二
号
）
本
則
に

規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
八
十
二
条
第
一
項
第

三
号
に
規
定
す
る
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
三
号
（
玉
掛
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
を
廃
止
す
る
件
）

に
よ
る
廃
止
前
の
玉
掛
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
（
平
成
四
年
労
働
省
告
示
第
八
十
三
号
）
本
則
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
同
項
の
講
習
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）

法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
登
録
省
令
第
八
十
二
条
第
一
項
第

四
号
に
規
定
す
る
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
、
研
修
、
実
習
又
は
科
目
を
修
了
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
、
研
修
、
実
習
又
は
科
目
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

旧
選
任
基
準
本
則
第
四
号
の
講
習
（
安
全
衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

新
安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
講
習
（
登
録
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

旧
選
任
基
準
本
則
第
四
号
の
講
習
（
衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

新
安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
講
習
（
登
録
省
令
第
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

旧
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修

新
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
者
が
行
う
研
修

旧
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
実
習

新
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
実
習

旧
安
衛
則
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
発
破
実
技
講
習

新
安
衛
則
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
発
破
実
技
講
習
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旧
ボ
イ
ラ
ー
規
程
第
三
条
第
二
号
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

新
ボ
イ
ラ
ー
則
第
百
一
条
第
三
号
ニ
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
二
条
第
七
号
の
安
全
に
関
す
る
講
習

新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
二
条
第
七
号
の
安
全
に
関
す
る
講
習

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習

新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
医
師
国
家
試
験
合
格
者
又
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
格
者
の
項
の
講
習
新
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
十
一
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
講
習

旧
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
程
第
四
条
の
表
前
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
の
講
習

　

旧
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及
び
別
表
第
七
の
上

欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の
研
修

新
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及
び
別
表
第
七
の
上

欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の
研
修

旧
安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
の
う
ち
建
設

の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
ダ
ム

の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限
る
。
）

の
項
第
一
号
ハ
の
研
修

新
安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
の
う
ち
建
設

の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲

げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
ダ

ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
つ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限

る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
の
研
修

旧
作
環
則
第
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
科
目

新
作
環
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目

旧
作
環
則
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習

新
作
環
則
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習

旧
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
講
習

新
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
講
習

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
一
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
五
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
前
に
技
術
士
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
第
二
次
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に

掲
げ
る
も
の
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
日
以
後
に
同
法
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
（
以
下
「
新
第
二
次
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
み
な
す
。

一
　
旧
第
二
次
試
験
の
う
ち
農
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
農
芸
化
学
を
選
択
し
た
も
の
　
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
農
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
農

業
・
食
品
を
選
択
し
た
も
の

二
　
旧
第
二
次
試
験
の
う
ち
農
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
農
業
土
木
を
選
択
し
た
も
の
　
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
農
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
農

業
農
村
工
学
を
選
択
し
た
も
の
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三
　
旧
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
生
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
選
択
し
た
も
の
　
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、

選
択
科
目
と
し
て
生
産
・
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
選
択
し
た
も
の

２
　
平
成
十
六
年
四
月
一
日
前
に
技
術
士
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
十
六
年
度
前
第
二
次
試
験
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
新
規
則
第
四

条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
第
二
次
試
験
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
み
な
す
。

一
　
平
成
十
六
年
度
前
第
二
次
試
験
の
う
ち
船
舶
部
門
又
は
電
気
・
電
子
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
　
そ
れ
ぞ
れ
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
船
舶
・
海
洋
部
門
又
は
電
気
電
子
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者

二
　
平
成
十
六
年
度
前
第
二
次
試
験
の
う
ち
林
業
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
森
林
土
木
を
選
択
し
た
も
の
　
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
森
林
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択

科
目
と
し
て
森
林
土
木
を
選
択
し
た
も
の

三
　
平
成
十
六
年
度
前
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
生
産
管
理
を
選
択
し
た
も
の
　
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ

て
、
選
択
科
目
と
し
て
生
産
・
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
選
択
し
た
も
の

３
　
平
成
六
年
二
月
十
八
日
前
に
技
術
士
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
工
場
管
理
を
選
択
し
た
も
の
は
、
新
規
則
第
四
条
第
一
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
第
二
次
試
験
の
う
ち
経
営
工
学
部
門
に
係
る
も
の
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
選
択
科
目
と
し
て
生
産
・
物
流
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
選
択
し
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
計
画
の
作
成
に
参
画
す
る
者
の
資
格
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
第
二
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
前
一
級
建
築
士
試
験
合
格
者
は
、
一
級
建
築
士
免
許
権
利
者
と
み
な

す
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
（
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使

用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
（
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
〇
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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様
式
第
１
号
（
第
７
条
、
第
１
５
条
関
係
）

様式第1号(第7条、第15条関係) 

労働安全 

労働衛生 
コンサルタント試験受験申請書 

収 入 印 紙 
消印しては
ならない。 

 

① 受けようとする試験の
区分 

1 機械  2 電気  3 化学  4 土木  5 建築 

1 保健衛生  2 労働衛生工学 

② 
ふ り が な 

氏 名 

  

  

③生 年 月 日 

明治 
大正 
昭和     年    月    日 
平成 
令和 

④住 所 
郵便番号(    ) 

⑤連 絡 先 電 話 番 号     (    ) 

⑥受 験 希 望 地   

⑦受 験 資 格   

⑧ 
免除を受けることがで
きる試験科目 

  

⑨添 付 書 類 名 1 写真  2 

      年  月  日 

申請者 氏 名             

厚 生 労 働 大 臣 

指定コンサルタント試験機関 
 殿 

 備考 

  1 厚生労働大臣がコンサルタント試験事務を行う場合には厚生労働大臣に提出する

こと。この場合にあつては、手数料に相当する額の収入印紙を収入印紙欄に貼り付け

ること。 

  2 指定コンサルタント試験機関がコンサルタント試験事務を行う場合には当該指定

コンサルタント試験機関に提出すること。この場合にあつては、当該指定コンサルタ

ント試験機関の試験事務規程に定めるところにより手数料を納付し、収入印紙は貼ら

ないこと。 

  3 表題及び①欄は、該当事項を○で囲むこと。 

  4 ⑦欄は、受験資格の内容を例えば「○○大学工学部機械工学科○年○月卒業 経験

○年○月」、「技術士」、「医師」、「一級建築士」、「安全管理者 ○年従事」、「衛生管理

者 ○年従事」のように具体的に記入すること。 

  5 申請書には、申請前6月以内に撮影した上三分身、正面、脱帽、縦30ミリメートル

横24ミリメートルの写真及び⑦欄に記載した事項を証する書面並びに筆記試験の全

部又は一部の免除を受けようとする者にあつては当該免除を受ける資格を有するこ

とを証する書面を添付することとし、⑨欄にそれぞれの書面の名称を記入すること。 
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様
式
第
二
号
（
第
八
条
、
第
十
五
条
関
係
）

様式第二号(第八条、第十五条関係)  

た
こ
と
を
証
し
ま
す
。 

 
 

 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚
生
労
働
大
臣 

氏

名 

印 

 
 

あ
な
た
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第 

 
 

第 
 
 
 
 
 

号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合

格

証 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏

名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
年
月
日 

八
十
二 

八
十
三 

条
の
規
定
に
よ
つ
て
実
施
し
た
令
和 

 

年
度
労
働 

安
全 

衛
生 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験(

 
 
 
 

)

に
合
格
し 
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様
式
第
３
号
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第3号(第17条関係) 

労働安全 

労働衛生 
コンサルタント登録申請書 

収 入 印 紙 
消印しては
ならない。 

 

① ふ り が な 
氏 名 

  

  

  旧姓を使用した氏名又は通称の併記の希望の有無 

( い ず れ か を ○ で 囲 む ) 

有 ／ 無 

 

併記を希望

す る 氏 名

又 は 通 称 

  

②生 年 月 日 

明治 
大正 
昭和 
平成 
令和 

年    月    日 

③住 所 
〒(  ―   ) 

④ 
事務所の名称
及び所在 地 〒(  ―   ) 

⑤ 
合格した試験
の 区 分   

⑥ 
試 験 合 格
年 月 日 

年    月    日 

⑦合 格 証 番 号   ⑧ 
連絡先及び
電 話 番 号 

  

 

  私は、上記により 
労働安全 

労働衛生 
コンサルタントの登録を受けたいので申請します。 

 なお、次の欠格事項には該当していません。 

 1 精神の機能の障害により 
労働安全 

労働衛生 
コンサルタントの業務を適正に行うに当たつて必要 

  な認知、判断及び意思疎通を適切に行うことができない者 

 2 労働安全衛生法又はこれに基づく命令の規定に違反して、罰金以上の刑に処せら

れ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算して2年を経過

しない者 

 3 労働安全衛生法及びこれに基づく命令以外の法令の規定に違反して、禁錮以上の刑

に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算して2

年を経過しない者 

     年  月  日 

申請者 氏名              

 

厚生労働大臣 

指定登録機関 
 殿 
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備考 

 1 厚生労働大臣が登録事務を行う場合には厚生労働大臣に提出すること。この場合に

あつては、手数料に相当する額の収入印紙を収入印紙欄に貼り付けること。 

 2 指定登録機関が登録事務を行う場合には当該指定登録機関に提出すること。この場

合にあつては、当該指定登録機関の登録事務規程に定めるところにより手数料を納付

し、収入印紙は貼らないこと。 

 3 「氏名」の欄は、旧姓を使用した氏名又は通称の併記の希望の有無を○で囲むこ

と。併記を希望する場合には、併記を希望する氏名又は通称を記入すること。 

 4 ④欄は、従たる事務所がある場合には、その名称及び所在地を併記すること。 

 5 ⑥欄は、合格証の年月日を記入すること。 

 6 申請書には、合格証の写しを添付すること。 
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様
式
第
三
号
の
二
（
第
十
七
条
関
係
）

様式第三号の二(第十七条関係)  

備
考 

登
録
の
申
請
時
等
に
旧
姓
を
使
用
し
た
氏
名
又
は
通
称
の
併
記
の
希
望
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
氏
名
と
併
せ
て
括
弧
書
き
で
併
記
を
希
望
す
る
氏
名

又
は
通
称
を
記
入
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚

生

労

働

大

臣 

氏

名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
定
登
録
機
関 

代
表
者 

氏

名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

月 
 

日 
 

生 

 

登
録
年
月
日 

 
 
 
 
 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

 

登
録
番
号 

 
 
 
 
 
 

第 
 
 

号 

 

事
務
所
の
名
称 

 

事
務
所
の
所
在
地 

 

合
格
し
た
試
験
の
区
分 

 

合
格
年
月
日 

 
 
 
 
 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

 

労
働
安
全
衛
生
法(

昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号)

第
八
十
四
条
第
一
項(

第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。)

の
規
定
に
よ
り
登
録
し
た
こ
と
を
証
す
る
。 

 
 

 

令
和 

 

年 
 

月 
 

日 

労
働 

安
全 

衛
生 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
証 

 

印 
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様
式
第
４
号
（
第
１
８
条
、
第
１
８
条
の
２
関
係
）

様式第4号(第18条、第18条の2関係) 

労働安全 

 

労働衛生 

コンサルタント 

登録事項変更等 

 

登 録 証 再 交 付 

申請書 
収 入 印 紙 
消印しては

ならない。 

  

 

登 録 番 号   

 ふ り が な 
※氏 名 

  ※生年月日 

明治 
大正 
昭和 
平成 
令和 

年  月  日 

変
更
事
項 

変 更 前   

変 更 後   

変 更 年 月 日      年   月   日 

変 更 の 理 由   

※ 再交付を受けよう
とする理由 

1 登録証の滅失  2 登録証の損傷 

 

 私は、上記により 

登録事項の変更及び登録証の書換え 

 

登録証の再交付 

を受けたいので申請します。 

     年  月  日 

住所             
申請者 電話  (  )        

氏名             

厚生労働大臣 

指定登録機関 
 殿 

 備考 

  1 厚生労働大臣が登録事務を行う場合にあつては厚生労働大臣に提出すること。この場合に

あつては、手数料に相当する額の収入印紙を収入印紙欄に貼り付けること。 

  2 指定登録機関が登録事務を行う場合には当該指定登録機関の登録事務規程に定めるとこ

ろにより手数料を納付し、収入印紙は貼らないこと。 

  3 表題及び申請文については、それぞれ該当する部分を○で囲むこと。 

  4 登録事項変更等申請書にあつては登録番号の欄及び※印の付してない欄に、登録証再交付

申請書にあつては登録番号の欄及び※印の付してある欄に記入すること。 

  5 登録事項変更等申請書にあつては、次の事項に留意すること。 

   イ 登録証を添付すること。 

   ロ 氏名を変更した場合には、その事実を証明する書面を添付すること。 
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   ハ 旧姓を使用した氏名又は通称(以下「旧姓等」という。)の併記を希望する場合は、「変

更事項」の「変更後」の欄に旧姓等を記入するとともに、「変更の理由」欄に旧姓等の併

記を希望する旨を記入すること。併記された旧姓等の削除を希望する場合には、「変更事

項」の「変更前」の欄に削除を希望する旧姓等を記入するとともに、「変更の理由」欄に

旧姓等の削除を希望する旨を記入すること。 

  6 登録証再交付申請書にあつては、次の事項に留意すること。 

   イ 登録番号の欄は、登録番号が不明の場合には、合格した試験の区分を記入すること。 

   ロ 再交付を受けようとする理由の欄は、該当する番号を○で囲むこと。 

   ハ 登録証の損傷による再交付の申請の場合には、登録証を添付すること。 
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